
舗願舗 彊繭闇験
一自閉症・発達障害のお子さんに関わる方のための研修会一

今年度も、構造化を基本にした支援を学ぶ研修会を開催いたします。 「子ども達が生活しやすいように、

支援していくことの大切さを感じる研修会」と、毎年好評をいただいております。自閉症の文化を理解し、
障害をもつ子どもたちの支援に役立つ研修会にしたいと思います。

◆日 時 7月7日(土) (基礎編) 午後1時3〇分̃午後5時

※対象:保護者、保健師、教員、保育士など関心のある方。

7月8日(日) (実践編) 午前9時3〇分̃午後3時

※対象:基礎編を受講した方で、現在保育に携わっている保育士を対象。

尚、過去2回以上自閉症療育研修会を受講している方は、実践編だけでも参加できます。

◆会 場 総合保健福祉センター『にこ◆ふる』 3階 大会議室

(鶴岡市泉町5-30)

◆内 容 7日(土)基礎編:自閉症の障害理解と支援の基本(TEACCHに学ぶ)

8日(日〉実践編:事例を通した実践的な関わりについてのグループ学習

Aグループ〈基礎コース)

「特性シートを書いてみよう…強みを支援に生かすために̃」

Bグループ〈応用コース)

‾「支援のための必須スキル、ベースラインを学ぶ」

※希望のグループを選択し、申し込み用紙に記入して下さい。

尚、 Aグループ(基礎コース)は、初めての方や特性シートの理解を深めたい方にお勧めします。

◆講 師 アスム療育・研修センター 臨床心理士 猪又 初恵 氏

アスム療育・研修センター 臨床心理士 片瀬 道 氏

※アスム(AASEM :宮城自閉症スペクトラム陸がい支援者を育成・研修する会)

◆参加費 無料

※8日旧)の昼食は、各自準備してくださるようお願いします。

食事の場所は、子ども家庭支援センター内、

2階なかよし広場を開放しますのでご利用下さい。
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◆申込み 別紙の申込み票に記入の上、 6月29日(金)まで、下記にFAXでお申込み下さい。

◆その他 空調に対応できる服装でお越し下さい。

<共催> 鶴岡市保育協議会

鶴岡市子育て推進課

≪申込み・問合わせ先≫ 

鶴岡市子育て推進課 子ども家庭支援センター 

工藤 TE」 25-2741 

FAX 25-2471 


